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昭和51年(1976)10⽉、わが国初の⼤規模研究集積地となる筑波研究学園都市の整備が進むなか、
産学官の相互連携による研究と、国際交流による研究開発の活性化を図り、技術イノベーションを
通じた産業の発展を期すること等を趣旨として、財団設⽴準備会が発⾜しました。
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・財団設⽴
(試験研究機関/後に特定公益
増進法⼈/研究開発を進める
⼀⽅、国際会議の開催等を
積極実施)

国の研究
機関移転終了

国際科学技術
博覧会

産学官連携
の機運

国等の機関31を含む数多くの
研究・教育機関に、21,000⼈
の研究者(筑波研究学園都市) 財団イネゲノム解読準備スタート。政府ミレ

ニアムプロジェクト化(成果‘05Science誌掲載)

東北⼤学研究所竣⼯(⼤⾒教授、第
1回産学官連携内閣総理⼤⾂賞’03)

坂部プロジェクト発⾜(タンパ
ク質の結晶構造解析:⼤⼿製薬
会社等との共同研究)

つくばWAN開通

『科学⼤事典』公刊

新研究所竣⼯

「国際津波防災学会」設⽴

公益財団法⼈に認定

’22/08

6代 住川雅晴




